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河
南
安
陽
股
嘘
の
発
掘
は
、
中
国
に
お
け
る
考

古
活
動
の
う
ち
、
最
大
の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
発
掘
の
た
め
に
、
中

国
の
考
古
学
界
は
組
織
が
整
備
さ
れ
、
こ
の
発
掘

に
よ
っ
て
、
男
望
考
古
学
の
技
術
は
、
戦
前
の
レ

ベ
ル
に
ま
で
成
長
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
主
宰
す

る
股
癬
の
発
掘
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
三
七
年
の

日
華
事
変
勃
発
ま
で
、
　
一
五
回
行
わ
れ
た
。
そ
の

う
ち
で
も
、
一
九
三
四
、
五
年
半
な
さ
れ
た
侯
家

荘
の
股
の
王
鴻
業
の
発
掘
は
、
そ
の
ピ
ー
ク
と
言
「

っ
て
よ
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
時
、
世
界
の
注
目
を
あ
び
た
股

の
王
墓
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
ば
ら
し
い
出
土

贔
や
、
異
常
な
殉
葬
の
模
様
が
散
発
的
に
報
告
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
長
い
間
未
公
開
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
、
発
掘
が
中
断
さ
れ
て
か

ら
以
後
、
関
係
者
た
ち
は
、
出
土
品
や
研
究
資
料

を
戦
禍
か
ら
守
る
た
め
に
、
言
語
に
絶
す
る
苦
労

を
し
た
。
南
京
か
ら
長
沙
、
権
林
、
昆
明
、
四
川

の
李
荘
と
疎
開
し
、
資
料
も
行
を
共
に
し
た
。
最

終
的
に
は
、
台
湾
に
搬
ば
れ
、
そ
こ
で
よ
う
や
く

荷
が
解
か
れ
、
整
理
が
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
侯
家
荘
の
発
掘
は
、
中
央
研
究
院
の
欝
欝
発
掘

団
の
う
ち
か
ら
、
梁
思
永
を
隊
長
と
し
、
石
環
如
、

劉
羅
、
ヂ
燥
章
、
軍
記
、
高
上
尋
、
馬
元
材
、
夏

酪
ら
が
調
査
員
と
し
て
な
さ
れ
た
。
梁
思
永
は
啓

蒙
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
雲
脚
超
の
息
子
で
、

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
、
考
古
学
研
究
法
を
学
ん

で
き
た
新
進
の
考
古
学
者
で
あ
っ
た
。
戦
争
が
終

り
、
中
華
人
民
共
和
国
が
で
き
た
と
き
、
彼
は
北

京
に
と
ど
ま
っ
て
、
新
生
申
国
の
考
古
研
究
所
の

再
建
の
た
め
に
奔
走
し
た
が
、
肺
結
核
の
た
め
～

九
〇
〇
年
に
病
没
し
た
。

　
そ
の
梁
潜
勢
は
疎
開
中
に
「
河
南
安
平
侯
家
荘

西
北
岡
当
代
墓
地
発
掘
報
告
偏
と
「
西
北
岡
器
物

研
究
紀
録
」
の
草
稿
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

が
他
の
資
料
と
共
に
台
湾
に
運
ば
れ
て
い
た
。
こ

れ
を
基
に
し
て
、
関
係
者
の
う
ち
か
ら
高
去
尋
が

中
心
に
な
っ
て
、
こ
れ
を
補
修
し
、
正
式
の
報
告

譜
と
し
て
繊
評
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
梁
思
永
の
遺
稿
で
は
、
本
文
は
十
三
章
か
ら
な

り
、
西
北
岡
墓
地
の
地
理
・
環
境
や
、
発
掘
の
経

過
か
ら
、
各
墓
の
構
造
、
遺
物
の
解
説
と
い
う
、

一
つ
の
構
成
に
従
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
た
が
、
各

大
墓
の
内
容
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、
そ
の
構
成
を

改
め
て
、
各
墓
ご
と
に
分
け
て
報
告
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
、
｛
○
○
　
号
墓

（一

纔
Z
二
）
、
　
一
〇
〇
二
号
墓
（
一
九
六
蓋
年
）
、
　
一

〇
〇
三
号
墓
（
、
一
九
六
七
）
、
　
一
二
一
七
号
（
一
九

六
八
）
墓
の
四
大
墓
の
報
告
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
慢
性
荘
の
毅
代
墓
地
は
東
西
両
区
に
わ
か
れ
、

大
聖
は
西
区
に
八
基
、
東
区
に
二
基
発
見
さ
れ
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
千
余
の
小
墓
が
発
掘
さ
れ

て
い
る
。

　
報
告
さ
れ
た
四
基
は
、
い
ず
れ
も
．
西
区
の
も
の

で
、
お
互
い
に
隣
接
し
て
営
ま
れ
て
い
る
の
で
、

避
道
の
一
部
が
重
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
大
墓
は
い
ず
れ
も
申
心
部
が
盗
掘
に
遭
い
、
め

ぼ
し
い
翻
葬
晶
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も
、
墓
坑
の
四
隅
や
墓
道
内
で
は
、
…
撹
乱

さ
れ
な
い
部
分
が
あ
っ
て
、
墓
の
構
造
が
わ
か
り
、

副
葬
品
の
一
部
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
各
墓
の
構
造
を
の
べ
て
み
よ
う
。

　
一
〇
〇
言
写
墓
は
西
区
の
東
端
中
央
に
あ
る
。

墓
は
地
下
深
く
に
営
ま
れ
た
竪
穴
の
墓
坑
と
、
そ

の
四
方
に
つ
け
ら
れ
た
墓
道
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
墓
坑
は
プ
ラ
ン
が
亜
字
形
で
、
東
北
の
長
一
八

・
九
メ
…
ト
ル
、
東
西
長
二
一
二
ニ
メ
ー
ト
ル
、
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介紹

深
さ
一
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
上
口
か
ら
底
部

に
向
っ
て
面
穣
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
四
墓
道

の
う
ち
、
南
道
が
最
も
大
き
く
、
長
く
、
長
さ
三

〇
・
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
他
の
三
道
は
短
か
い
。

い
ず
れ
も
斜
道
で
あ
る
。

　
墓
坑
内
に
営
ま
れ
た
木
製
の
墓
室
は
、
す
で
に

腐
朽
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
底
に
敷
い
た
木
板

が
亜
細
形
の
範
囲
に
残
っ
て
い
た
。
木
室
の
壁
面

に
は
刻
画
の
文
様
が
あ
り
、
頂
面
に
は
儀
秋
や
車
、

干
盾
な
ど
が
お
か
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
痕

跡
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
墓
誌
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
犠
牲
や
而
立
の

遣
骨
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
墓
坑
の
床
下
に
は
、
中

心
と
各
隅
に
九
つ
の
腰
坑
が
あ
り
、
各
腰
坑
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
文
を
持
っ
た
兵
士
一
人
と
犬
一
匹
が
埋

め
ら
れ
て
い
た
。
木
室
の
頂
面
と
同
じ
深
さ
の
二

層
台
上
に
は
、
婦
女
子
の
殉
葬
が
あ
ろ
が
、
残
存

し
て
い
た
の
は
、
北
辺
と
東
辺
あ
わ
せ
て
一
一
体

で
あ
っ
た
。

　
二
道
の
埋
土
内
か
ら
も
、
多
く
の
犠
牲
骨
が
で

た
。
点
頭
の
人
骨
五
九
体
が
南
道
内
か
ら
数
組
に

分
れ
て
出
、
そ
れ
と
は
別
に
人
頭
骨
七
三
燭
が
、

各
慕
内
か
ら
で
た
。
こ
れ
ら
は
坑
内
を
秀
土
で
埋

め
る
と
き
、
頭
と
胴
と
を
切
り
は
な
し
て
、
別
々

に
埋
め
た
も
の
で
、
年
少
者
の
骨
が
多
い
。

　
さ
ら
に
、
墓
坑
の
外
に
も
殉
葬
墓
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
雲
離
の
東
側
か
ら
発
見
さ
れ
た
人
坑
二
二
、

馬
糞
七
で
あ
っ
て
、
東
墓
道
を
挾
ん
で
、
そ
の
南

北
両
側
に
整
然
と
並
ん
で
い
た
。

　
す
で
に
盗
掘
者
に
よ
っ
て
中
心
部
が
あ
ら
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
、
各
種
の
珍
ら
憐
い

副
葬
口
剛
が
残
っ
て
い
た
。
白
大
理
石
製
の
虎
や
柴

の
離
刻
、
石
・
玉
・
骨
・
角
・
貝
の
二
瀬
口
m
、
銅

器
、
白
陶
、
帯
融
硬
陶
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
一
〇
〇
二
号
墓
は
一
〇
〇
一
号
墓
の
西
南
隣
に

あ
る
。
西
北
岡
大
藷
群
中
、
最
初
に
発
掘
さ
れ
た
。

三
訂
の
内
部
は
、
盗
掘
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
副

葬
品
も
一
物
も
残
さ
な
い
ほ
ど
完
全
に
も
ち
去
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
毅
大
豊
の
築
か
れ
て
い
る
一
帯
は
、
龍
山

期
か
ら
股
早
期
に
か
け
て
の
居
住
地
区
で
あ
っ
た

ら
し
く
、
そ
の
文
化
層
を
切
っ
て
、
大
墓
が
築
か

れ
て
い
る
。

　
墓
坑
の
プ
ラ
ン
は
方
形
で
、
南
北
一
九
メ
ー
ト

ル
、
東
西
一
八
メ
ー
ト
ル
、
深
一
二
・
五
メ
ー
ト

ル
あ
ウ
、
四
方
の
墓
道
は
、
南
道
が
最
も
長
く
、

坂
道
で
、
そ
の
下
端
は
墓
坑
の
底
面
に
ま
で
達
し

て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
三
春
道
は
、
短
か
く
て
、

階
段
と
な
っ
て
お
り
、
各
下
端
は
木
室
の
頂
爾
で

終
っ
て
い
る
。

　
殉
鋤
骨
は
あ
ま
り
残
存
し
て
お
ら
ず
、
墓
坑
の

床
下
に
一
つ
の
腰
坑
が
が
あ
る
だ
け
で
、
秀
色
内

よ
り
は
、
人
頭
骨
九
個
が
検
出
さ
れ
た
。

　
副
葬
品
と
し
て
は
、
木
室
の
頂
面
に
お
か
れ
た

干
盾
の
儀
杖
や
、
獣
腿
骨
、
盆
、
皿
な
ど
の
祭
礼

用
の
遺
品
の
ほ
か
、
盗
掘
者
が
遺
棄
し
た
器
物
の

破
片
類
が
か
な
り
あ
っ
た
。

　
一
〇
〇
三
号
墓
は
西
区
の
中
央
辺
北
端
に
あ
る
。

方
形
の
墓
坑
は
上
口
で
の
大
き
さ
が
、
南
北
一
八

・
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
七
・
九
〇
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
深
さ
は
一
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
四

本
の
墓
道
は
一
〇
〇
二
号
墓
の
場
合
と
等
し
く
、

南
榎
が
最
も
長
く
、
坂
道
で
、
坑
底
に
達
し
て
お
・

り
、
他
の
三
訂
道
は
階
段
で
あ
る
。

　
木
室
は
亜
字
形
の
プ
ラ
ン
で
、
床
に
敷
い
た
木

板
が
南
北
の
方
向
に
並
ん
で
い
た
。
腰
坑
は
中
心

に
一
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
副
葬
品
と
し
て
は
、
木
室
の
頂
面
に
木
糎
、
皮

張
り
虎
文
の
盾
が
八
個
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
南
墓

道
の
底
面
か
ら
車
や
鯨
の
骨
が
で
て
い
る
。
盗
掘

者
に
よ
っ
て
遺
棄
さ
れ
た
破
片
類
の
う
ち
で
、
注

目
さ
れ
る
の
は
、
　
「
小
臣
蠣
…
…
」
の
銘
の
あ
る

石
製
殿
の
破
片
で
あ
る
。

　
第
ご
二
七
号
墓
は
西
区
最
西
南
に
あ
る
。
こ

の
墓
の
北
墓
道
が
、
北
隣
り
に
あ
る
一
五
〇
〇
号

t．
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墓
の
南
道
を
打
破
し
て
い
る
の
で
、
一
一
＝
七
号

墓
の
方
が
晩
く
作
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
墓
も
龍
山
文
化
の
堆
積
層
を
切
っ
て
営
ま
れ

て
い
る
。

　
墓
坑
が
方
形
で
、
そ
れ
に
四
慕
道
の
つ
い
た
型

式
で
あ
る
の
は
他
の
大
墓
と
同
じ
で
あ
る
。
南
北

径
一
八
・
二
四
メ
ー
ト
ル
、
東
西
径
一
八
・
一
〇

メ
ー
ト
ル
、
深
＝
二
・
五
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
、
各

墓
道
が
二
部
に
分
れ
、
墓
坑
に
近
い
部
分
が
幅
広

く
な
っ
て
い
る
点
が
、
他
の
大
墓
と
こ
と
な
る
。

最
も
長
い
南
道
は
、
坂
道
で
、
墓
坑
の
底
面
ま
で

達
し
て
い
る
が
、
他
の
三
道
は
幅
の
狭
い
部
分
だ

け
が
階
段
に
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
最
も
短
か
い

西
道
は
、
そ
の
外
回
が
北
に
折
れ
て
い
る
。

　
こ
の
墓
も
墓
坑
の
中
心
部
は
完
全
に
荒
ら
さ
れ

て
い
た
が
、
残
存
の
秀
土
内
に
も
、
殉
葬
の
埋
葬

は
全
く
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
遺
存

し
て
い
た
唯
一
の
遣
構
は
、
西
墓
道
の
狭
い
部
分

の
床
に
残
っ
て
い
た
石
磐
と
太
鼓
と
そ
れ
ら
を
架

け
る
懸
台
な
ど
で
あ
る
。
木
質
部
は
低
と
ん
ど
腐

朽
し
、
貝
や
石
を
象
嵌
し
た
飾
り
の
部
分
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
た
。
と
く
に
太
鼓
は
木
質
の
桶
の

両
端
に
蜂
皮
を
張
っ
た
も
の
で
Y
太
鼓
の
実
物
と

し
て
最
初
の
発
見
例
で
あ
る
。

　
以
上
が
四
大
墓
の
内
容
で
あ
る
が
、
各
墓
と
も

盗
掘
に
遭
っ
た
と
は
い
え
、
か
な
り
の
出
土
品
が

あ
っ
た
。
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の
出
土
品
に
つ
い

て
些
細
な
断
片
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
を
写
真
と

図
面
に
よ
っ
て
載
せ
て
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

一
つ
の
遺
跡
に
関
す
る
資
料
を
全
部
提
供
す
る
と

い
う
態
度
を
堅
持
し
て
い
る
。

　
そ
の
反
面
、
遺
跡
の
年
代
観
は
い
う
ま
で
も
な

し
、
器
物
の
用
法
な
ど
の
考
証
記
述
が
ほ
と
ん
ど

な
い
点
、
読
者
に
と
っ
て
も
の
足
り
な
ざ
を
感
ぜ

し
め
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
冊
を
改
め
て
考
証
篇
が

出
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
今
は
擾
供
さ
れ

た
資
料
の
彪
大
さ
に
一
驚
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
（
一
〇
〇
一
男
墓
B
4
判
変
型
本
文
三
穴
○
頁
・
図

版
二
七
七
頁
・
一
九
六
二
刊
　
　
○
○
二
号
墓
B
4
鞠

変
型
本
文
二
六
頁
・
図
版
八
七
　
一
九
六
五
刊
　
一
〇

〇
三
号
墓
B
4
判
変
型
本
文
一
四
七
頁
∵
図
版
一
一
四

一
九
六
七
刊
　
　
一
二
一
七
号
墓
B
4
鞠
変
型
太
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